
ともだち学級生活単元学習（Ａグループ）授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13:40～14:25

授業者：教諭 米谷 年法

場 所：ともだち学級 1組・2組・3組各教室

１ 単元名 「ぴかぴかともだちの街をつくろう」

２ 単元の目標 ・ぴかぴかの街づくりに取り組み，協力して作ることの楽しさを味わわせる。

・作った街を多くの人たちに見せたり紹介したりすることを通して，人と関わる力を育てる。

３ 本時の指導

本時のねらい ・材料やＬＥＤの種類を自分で選びながらぴかぴかの街作りに取り組むことができる。

目指す児童の姿（表現） ・自分の思いや願いを言葉や動作で伝えることができる。

１０１の授業技術

１ 前時までの活動を

振り返りながら，本

時の活動を理解する

(５分)

２ 使いたい LED や

作りたい物に合わせ

て材料を選び，必要

な数を持つ。(５分)

３ 三つのグループに

分かれて活動を開始

する。(20 分)

４ 作ったものを持ち

寄って，街をつくる。

(５分)

５ 感想を発表する

（10 分）

時間はかかったとしても，自分で考えながら，一言一言大きな声で話す。

教師の質問に答えながら，自分の考えをしっかり話す。

学習活動の流れ

目指す具体的な児童の姿

（活動の様子 つぶやき 等からの見取り）

教師の質問に答えながら，考えを自分の言葉で話す。

Ｃ児

Ｄ児

Ｄ児

① 作りたい物を発表する

② 作りたい物を作成する

【共通の支援】

○活動へ意欲を高めるICT活用
プレゼンテーションソフトを利用して

本時の活動について見通しを持たせる。
※作品例などは，実物も用意しておく

○思いや考えを意識付けさせるための指導
自分で選んだ材料をカゴに入れて持ち歩けるようにする。

○場の設定の工夫
スムーズに活動を行うために，始まりの音楽を決め，オレン

ジのマットを活用する

①前時までの振り返り
②街のイメージ

飾り付けなども丁寧に取り組み，最後までしっかり仕上げる

Ｂ児

Ａ児・Ｂ児

「ぴかぴかともだちの

街をつくろう」

【個別の支援】

○ 作りたい物を発表する
Ａ児・Ｂ児：選んだ材料を使って何を作りたいのか，具体的に

話せるように，教師から質問していく。
Ｃ児：自分のイメージを自信を持って話せるように，教師が質

問するなどして整理する。
Ｄ児：作りたいものをはっきりさせ，どんな材料をどのように

使うのか具体的にたずねるようにする。

○ 街作りに取り組む
Ａ児・Ｃ児：活動の様子を褒め，自信を持って取り組ませなが
ら，自分のアイディアを実現できるように支援する。

Ｂ児：活動の様子を褒めることで，自信を持たせる
Ｄ児：一つの作品を丁寧に仕上げられるように声掛けしなが
ら，次の作品作りに取り組ませていく。

飾り付けや飾りの材料を工夫しながら活動に取り組む。

Ａ児・Ｃ児

飾り付けなどの作業を丁寧にしながら，楽しみながら作品つくりに
取り組む。


